
　本事業は、長野県栄村で伝統的に行われている「栄ふるさと太鼓」と武蔵村山市
内で行われている太鼓を通した姉妹都市交流事業として、令和6年度から実施した事
業であり、引き続き、栄村と連携を取りながら安定的な運営を図っていく。
　なお、令和7年度においては、本市の太鼓団体が栄村の文化祭での太鼓の演奏を披
露する予定である。

今後の方針

コスト

削減 維持 増加

成
果

向
上

（廃止・休止・終了の場合は「〇」の記入不要）

維
持

○

低
下

今後の方針

【今後の方向性】 拡充 現状維持 縮小・見直し 廃止・休止・終了

困難である 検討の余地がある 非該当

令和６年度の実績 事務事業の推進に当たっての課題

　令和6年度は、栄村の太鼓団体を本市に招待し、村山
デエダラまつりで太鼓の披露をしていただき、本市の太
鼓団体等との文化交流を行うことができた。

　現在の取組は、栄村の太鼓団体と本市内の太鼓団体を
通じた文化交流だが、今後は、太鼓以外でも文化交流を
図ることができないか検討が必要だと考えている。

効
率
性

民間委託等は可能か 困難である 検討の余地がある 非該当

事業費の更なる削減は可能か 困難である 検討の余地がある 非該当

類似事業等との統合は可能か

不適切な部分がある 非該当

施策への貢献度は適切か 適切である 不適切な部分がある

実施している 見直しの余地がある 非該当

合計（事業費+人件費） 0 653 764

所
管
課
の
評
価

視
点
別
の
分
析

妥
当
性

市の関与は必要か 必要である

市民との協働により事業を実施しているか

―

有
効
性

廃止・休止した場合の市民への影響 影響は大きい 影響は少ない 非該当

受益者負担は適切か 適切である

見直しの余地がある

市民のニーズに適合しているか 適合している 見直しの余地がある 非該当

0 0 0

所要人員（人） 0.00 0.00 0.00

人
件
費

会計年度任用職員以外の職員（千円） 0 392 430

所要人員（人） 0.00 0.05 0.05
会計年度任用職員（千円）

国都支出金 - 0 0

その他 - 0 0

事業費（千円） 0 261 334
財
源
内
訳

一般財源 - 261 334

検討 実施 実施

実績

－ －

事業経費 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 市民・議会等から寄せられた意見

― 目標 － － －

実績 － －

達成率

根拠法令等 姉妹都市盟約書

事
務
事
業
の
実
施
状
況

評
価
指
標

指標名 単位 区分 令和5年度

検討

2

―

実施

達成率 － －

令和6年度 令和7年度

1

事業の推進 － 目標

武蔵村山市　令和７年度事務事業評価調書

事
務
事
業
の
概
要

事務事業名 栄村交流事業

施策名称 第１章　市民との協働による地域振興　第１節　コミュニティ　２ 交流

所管部署 教育 部 文化振興

目的 　多様な文化への理解を深めるとともに、都市間交流の促進を図る。

SDGsの取組

17 パートナーシップで目標を達成しよう

内容

　姉妹都市である長野県栄村で伝統的に行われている太鼓（栄ふるさと太
鼓）と本市内で活動している太鼓団体を通して姉妹都市交流を行うもので
ある。村山デエダラまつり等で栄村の太鼓を披露してもらい、翌年には本
市の太鼓団体が栄村の文化祭等で太鼓を披露する。

課 生涯学習 係 内線 652



　令和6年度から横田基地英語ツアーを再開し、基地内の学校と交流事業を実施する
ことで、英語によるコミュニケーションを通じて国際理解の促進を図っているとこ
ろであり、今後も継続していく予定である。
　また、自治会が実施する外国人に配慮した活動（国際交流事業）に対して補助金
を交付することにより、地域の外国人との交流を促進していく。

今後の方針

コスト

削減 維持 増加

成
果

向
上

（廃止・休止・終了の場合は「〇」の記入不要）

維
持

○

低
下

今後の方針

【今後の方向性】 拡充 現状維持 縮小・見直し 廃止・休止・終了

困難である 検討の余地がある 非該当

令和６年度の実績 事務事業の推進に当たっての課題

　横田基地内を見学する英語ツアーを実施し、多文化共
生への理解を深めるとともに、英語によるコミュニケー
ションを通じて国際交流を図った。
　市民を対象とした国際理解を深めるための講座を実施
した。

　横田基地英語ツアーは高校生を対象とした事業である
ことから、多くの高校生が参加できるよう、事業の実施
に当たっては、学校の夏期休暇期間等を考慮した上で、
米軍横田基地と日程調整等を行う必要がある。

効
率
性

民間委託等は可能か 困難である 検討の余地がある 非該当

事業費の更なる削減は可能か 困難である 検討の余地がある 非該当

類似事業等との統合は可能か

不適切な部分がある 非該当

施策への貢献度は適切か 適切である 不適切な部分がある

実施している 見直しの余地がある 非該当

合計（事業費+人件費） 787 886 984

所
管
課
の
評
価

視
点
別
の
分
析

妥
当
性

市の関与は必要か 必要である

市民との協働により事業を実施しているか

　横田基地英語ツアーの参加者に実施した
アンケートでは、参加者全員がツアーの内
容について「満足」と回答し、来年度も同
様の事業を実施した場合、次回も参加した
いと思うかという問いについても、全員が
「参加したい」と回答した。

有
効
性

廃止・休止した場合の市民への影響 影響は大きい 影響は少ない 非該当

受益者負担は適切か 適切である

見直しの余地がある

市民のニーズに適合しているか 適合している 見直しの余地がある 非該当

0 0 0

所要人員（人） 0.00 0.00 0.00

人
件
費

会計年度任用職員以外の職員（千円） 693 784 859

所要人員（人） 0.09 0.10 0.10
会計年度任用職員（千円）

国都支出金 0 0 0

その他 0 0 0

事業費（千円） 94 102 125
財
源
内
訳

一般財源 94 102 125

実施 実施 実施

実績

－ －

事業経費 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 市民・議会等から寄せられた意見

— 目標 － － －

実績 － －

達成率

根拠法令等 ―

事
務
事
業
の
実
施
状
況

評
価
指
標

指標名 単位 区分 令和5年度

実施

2

—

実施

達成率 － －

令和6年度 令和7年度

1

国際交流事業の実施 ― 目標

武蔵村山市　令和７年度事務事業評価調書

事
務
事
業
の
概
要

事務事業名 国際交流推進事業

施策名称 第１章　市民との協働による地域振興　第１節　コミュニティ　２ 交流

所管部署 協働推進 部 協働推進

目的
　国際化社会への対応と国際理解の推進のため、国際交流事業を推進す
る。

SDGsの取組

17 パートナーシップで目標を達成しよう

内容

　国際化社会への対応を図り、国際理解を推進するため、国際交流事業の
検討を行う。
　さらに、地域の外国人コミュニティと、自治会等の交流を促進し、市民
の国際交流の活性化に努める。

課 協働推進 係 内線 242


	
	【令和7年度】事務事業評価調書


